






要約:昭和60年より昭和62年までに出生前診断を行い千葉大小児外科を受診した症例は6

例で内訳は十二指腸閉鎖症 2 例,臍帯ヘルニア 1 例,髄膜瘤 1 例,仙尾部奇形腫 1 例,CCAM1

例であった。このうち,出生前診断にて肺嚢胞性疾患を疑った CCAM(Congenital Cystic 

Adenomatoid malformation)の詳細について若干の文献的考察を加えて報告する。 


